

























































































































































































































































































































































Q-U（ 楽 し い 学 校 生 活 を 送 る た め の ア ン ケ ー ト：Questionnaire 
Utilities、以下「Q-U」）の活用の内容に関しては、５件の報告があり、報
告全体の2.3％となっている。
表15にQ-Uの活用に関する内容を示す。
表15　 Q-Uの活用
内　　容 件　　数
１　Q-Uの実施 ３
２　ハイパーQ-Uの実施 １
２　Q-Uテストの実施時期及び回数の検討 １
Q-Uは、学校生活における生徒個々の意欲や満足度、及び学級集団の状
態を質問用紙によって測定するテストである。テスト結果から得られる情
報は、①生徒個々の学級生活における満足感や、学校生活における意欲、
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②生徒の満足感や意欲の分布状況により、学級集団の雰囲気や成熟状況、
③学級や学校生活における満足度や意欲に関する、生徒の学級内での相対
的位置となっている。また、アンケートを構成する尺度として、①学校生
活意欲尺度（やる気のあるクラスを作るためのアンケート）、友人との関
係、学習意欲、教師との関係、学級との関係、進路意識、②学級満足度尺
度（居心地のよいクラスにするためのアンケート）、承認、被侵害、から
なる。
具体的な活用方法として、生徒の学校生活での満足度や意欲、学級集団
の状態を調べたり、教員の観察や面談だけでは、なかなか気付きにくい生
徒の感情や、不登校の可能性が高い生徒、いじめを受けている生徒、学校
生活への意欲、自己肯定感が低い生徒などを早期に発見したりすることに
役立てている。
また、結果を用いて、学年毎に事例研究を行い、学年間での共通理解を
行うことや、Q-Uを年２回実施し、生徒がどのように変容したかを検証し
て生徒指導に活用したりしている。
その他として、気になるクラスや生徒について、必要に応じて事例検討
会を行うことも有効である。特に、要支援群の生徒の追跡調査、当該生徒
及び担任に対する係としてのフォローを行う事も検討する必要がある。
（15）いじめ
いじめの内容に関しては、５件の報告があり、報告全体の2.3％となっ
ている。
表16にいじめに関する内容を示す。
表16　いじめ
内　　容 件　　数
１　いじめの未然防止、早期発見、早期対応 ４
２　いじめ対応 １
具体的な取組として、生徒の学校生活に対する意識といじめに関する実
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態と考え等を把握し、生徒が抱える諸問題への早期対応と、早期解決を図
るための基礎資料として活用することを目的とした学校生活に関するアン
ケートの実施や、いじめ対応のハンドブックを用いた現職教育の開催、い
じめ対応の流れを作成し、いじめを未然に防止する対策等が挙げられる。
（16）学校不適応
学校不適応の内容に関しては、４件の報告があり、報告全体の1.9％と
なっている。
表17に学校不適応の活用に関する内容を示す。
表17　学校不適応
内　　容 件　　数
１　学校不適応の生徒に対する支援 ４
（17）性に関する指導
性に関する指導の内容に関しては、４件の報告があり、報告全体の
1.9％となっている。
表18に性に関する指導の内容を示す。
表18　性に関する指導
内　　容 件　　数
１　性に関する指導 ２
２　男女交際の指導 １
２　性的なトラブル １
（18）不登校
不登校の内容に関しては、４件の報告があり、報告全体の1.9％となっ
ている。
表19に不登校に関する内容を示す。
表19　不登校
内　　容 件　　数
１　不登校生徒の増加 ４
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具体的な内容としては、「校風が合わない」、「校則が厳しい」、「担任と
合わない」、「友人とのトラブル」等が挙げられ、出欠情報の共有化や教育
相談の充実などが求められている。
また、最近の傾向として、問題行動よりも、不登校などの問題が大きく
なっており、SCに頼るだけでなく、教育相談を充実させていくことが求
められている。
さらに、通学や学習に対する理想と現実とのギャップや、親の期待に応
えようとするストレス、友人とのコミュニケーショントラブル等から、不
登校傾向になり、進路変更となるケースが増えている。
（19）進路指導
進路指導の内容に関しては、３件の報告があり、報告全体の1.4％と
なっている。
表20に進路指導に関する内容を示す。
表20　進路指導
内　　容 件　　数
１　進路指導 ２
２　ガイダンス機能の充実 １
（20）怠学
怠学の内容に関しては、３件の報告があり、報告全体の1.4％となって
いる。
表21に怠学に関する内容を示す。
表21　怠学
内　　容 件　　数
１　授業怠業 ３
（21）万引き
万引きの内容に関しては、３件の報告があり、報告全体の1.4％となっ
ている。
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表22に万引きに関する内容を示す。
表22　万引き
内　　容 件　　数
１　万引き ３
（22）無断外出
無断外出の内容に関しては、２件の報告があり、報告全体の1.0％と
なっている。
表23に無断外出に関する内容を示す。
表23　無断外出
内　　容 件　　数
１　所在不明 １
１　家庭での無断外出 １
（23）薬物乱用
薬物乱用の内容に関しては、２件の報告があり、報告全体の1.0％と
なっている。
表24に薬物乱用に関する内容を示す。
表24　薬物乱用
内　　容 件　　数
１　防犯、薬物乱用防止教室 １
１　薬物乱用防止 １
（24）不審者への対応
不審者への対応の内容に関しては、２件の報告があり、報告全体の
1.0％となっている。
表25に不審者への対応に関する内容を示す。
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表25　不審者
内　　容 件　　数
１　不審者侵入への対策 １
１　不審者被害 １
（25）謹慎
謹慎の内容に関しては、１件の報告があり、報告全体の0.5％となって
いる。
表26に謹慎に関する内容を示す。
表26　謹慎
内　　容 件　　数
１　謹慎 １
（26）盗難
盗難の内容に関しては、１件の報告があり、報告全体の0.5％となって
いる。
表27に盗難に関する内容を示す。
表27　盗難
内　　容 件　　数
１　盗難 １
Ⅳ　考察
１　生徒への支援における配慮事項
高等学校においては、デリケートな生徒の増加がみられる。対人関係面
でも緊張してしまい、適切な行動を取ることが難しいことも多くみられる
ため、社会に出る際に、集団の中で、どのように人と接していけばよいか
など、様々な場面を想定した指導が必要である。
また、自己肯定感が低い生徒も多く、体調が悪いことをアピールした
り、ダメなところを出して気を引いたりする行動が多くみられるので、で
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きていることを認め、自信を持たせる言葉かけをするなどの指導が必要で
ある。
２　発達障害生徒への支援
発達障害、情緒障害、精神障害等から問題行動を起こす生徒が、年々増
加傾向にあり、この状況は、中学校からの生徒情報引継該当生徒数にも表
れているのが現状である。
（１）実態把握に関すること
学習面においては、発達障害等で、特別支援が必要であったり、小・中
学校時代は、不登校で、基本的な読み書きや四則演算がままならなかった
りする生徒の割合も高くなっている。また、多国籍などの生徒も多く、日
本語の理解と表現が困難である場合も多い。このようなことから、学習面
における実態把握と発達課題をきちんと理解した上で、適切な支援を検討
する必要がある。
一方、対人関係面においては、社会性の発達不足から、人との適切な距
離感が掴めないなど、人とのコミュニケーション能力やソーシャルスキル
に問題を感じる生徒等も多くみられる。
（２）支援体制作り
保護者からの引継がうまくなされていないケースが多くみられるのが現
状である。また、生徒の障害の特性から情報を得ることが難しい側面があ
る。
このようなことから、引継も含めた特別支援教育の視点を活かした支援
体制作りが求められる。
（３）専門的関係機関との連携
デリケートな問題を含むケースが多く、学校だけでの解決が難しいた
め、SCや教育委員会とも連携を取り対するなど、特別支援教育コーディ
ネーター、校内支援委員会、関係機関の一つとして、SCとの連携や活用
の検討等が求められる。また、特別支援学校のセンター的機能の活用など
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も検討する必要がある。
（４）具体的な支援方法
発達障害を含めた支援の必要な生徒への早期かつ適切な対応が求められ
る。中でも、パニック行動における他害、器物破損、通学時における暴
力、器物破損等の非社会的な問題行動は、障害との関連が考えられる場合
もあり、指導にも配慮を要する場合が多いので、未然防止と的確な対応が
必要である。その他としては、発達障害を持つ生徒に対してのいじめや迷
惑行為等もみられる。
今後、全ての教員が、発達障害に対する専門的な研修会を受講するな
ど、さらに高いレベルで発達障害等への専門的知識や学級経営の在り方等
を身に付けていく必要がある。
Ⅴ　まとめと今後の課題
高等学校における特別支援教育の推進について（特別支援教育の推進に
関する調査研究協力者会議高等学校ワーキンググループ、2009）では、
高等学校における支援を必要とする生徒への指導支援の充実に向けた具体
的な取り組みとして、実態に即して各教科・科目の選択を行う教育課程の
弾力的な編成を示すとともに、具体的には、「特別支援教育の理念を踏ま
えた上で、通常の授業における支援を大切にすることはもちろんのこと、
支援を必要とする生徒の学習上又は生活上の困難を克服する視点から、教
育課程編成にも踏み込んだより適切な指導を行っていくことが必要であ
る。」とし、通級による指導の将来の制度化を視野に入れた特別の教育課
程の編成の必要性について述べている。
また、先にも述べた共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シス
テム構築のための特別支援教育の推進（初等中等教育分科会報告、2012）
では、連続性のある多様な学びの場を用意する必要性の中で、高等学校に
おいても、自立活動を指導することができるように、特別の教育課程の編
成について検討していくことの必要性について言及している。
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こうした流れを受け、高等学校における通級による指導の制度化及び充
実方策について、高等学校における特別支援教育の推進に関する調査研究
協力者会議報告（2016）が取りまとめられ、2016年12月の学校教育法施
行規則の一部改正により、2018年度からの高等学校における通級による
指導の制度化がなされることになった。
以上のようなことから、生徒指導の内容で、生徒一人一人と関わる際
に、発達障害に関する専門性を持ち合わせながら関わり、実態把握や適切
な支援方法を検討していくことが、高等学校における教員一人一人に求め
られるのではないかと考える。
具体的には、学習指導要領解説を参考にして、各教科における適切な支
援を行っていく必要がある。また、進路指導においても、本人の得意、不
得意などを基本として、自己理解、進学、就職等に向けてのライフプラン
構築なども含め、支援をしていく必要がある。
その際、中学校からの引継に関する内容、個別の指導計画、個別移行支
援計画等を活用しながら、支援の充実を図っていく必要がある。また、
学校内における特別支援教育コーディネーター、学校に配置されている
SC、他の関係機関等との連携を充実させながら、一人一人の支援を適切
に行っていくことが求められる。
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